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難

ズ夫妻,ケ ビン･マ シューズ,デ ルロ

イ･マ シューズ夫妻,デ ィー ン･ニ ー

ルセ ン,シ ュリー･ニ ールセン夫妻 な

どがいる。

極東 ロシアで最初の地方部は,1996

年3月8日 に組織 された。現在,ウ ィリ

アムズ兄弟が ウラジオス トック地方部

の地方部長,マ シューズ兄弟が ウラジ

オス トック支部の支部長 の任 にある。

ウラジオス トックで活動 してい る専任

宣教師たちはアジア北地域会長会の管

理下にある。

11月19日 の午後,ワ ース リン長老 と

ソ1/ン セン長老 は,極 東州立大学のウ

ラジミール･イ ワノビッチ･ク リロフ

学長 と会談 した。

その後,夕 方 になって,ワ ース リン

長老 とソレンセン長老は,神 権指導者,

宣 教師,会 員また教会 に好意的な人々

との集会 を開いた。11月19日 の ファイ

ヤサイ ドでは,ワ ース リン長老 とソレ

ンセン長老が公会堂で76人 の聴衆を前

に話 をした。その うちの27人 は教 会外

の人々であった。

ワース リン長老は小人数の出席者を

前 にこう語 った。｢今 回の旅 で最 もす

ば らしかったのは,こ の美 しい町で皆

さんのようなす ばらしい人々にお会い

で きたことです。皆さんの前途 にはす

ば らしい ものがあ ります。鉱物資源,

林 業,漁 業,海 運業 など,実 にすばらし

い ものがあります。しかし,こ の地の最

もすば らしい資源は,人 的資源です。｣

ワース リン長老は信仰箇条の第12節

を引用 し,教 会員 はそれぞれの国の法

律 に従 うよう勧告 されてい るこ とを説

明 した。 さらに,熱 心 に耳 を傾 ける出

席者 に,高 校時代 に愛読 したの が レ

フ･ト ルス トイの作品であ ることを話

し,1892年 に トルス トイが語った次の

言葉 を引用 した。｢も しモルモニズム

が堪 え,変 わることが な く,3世 代 そ

して4世 代 に至 るな ら,世 界がかつて

知 ることのなかった大 きな力 となるこ

とだろう。｣(一㎞provemeη 亡Era『 イ ン

プルーブメン ト･エ ラ』1939年2月 号,

p.94)

ワー ス リ ン長 老 は,末 日聖徒 イエ

ス･キ リス ト教会が世界各地で,数 多

くの人道 的救援活動 を展 開 しているこ

とに言及 し,そ れがキ リス トの教 えの

真 の精神 の表 れであるこ とを話 した。

救 いの計画 についての教えを述べ た後

で,ワ ースリン長老 は最後に次の言葉

で話 を終 えた。｢こ の教会 は真実 の教

会です。そこには,皆 さんやわた しが

天の御父のみ もとに戻 るための計画が

備 え られてい ます。｣(C加rchNews

『チ ャーチニューズ』1996年12月7日 付

け)

世界の人々を教える
最大規模のソルトレーク･テンプルスクウェア伝道部

割簾謙ぎ鍵鷲矯
なが ら,宣 教師の人数では教会全体 で

も最大規模の伝 道部 と言 えば,ど この

伝道部か分か りますか。お もに求道者

を見つけることに専念 し,バ プテスマ

を見 ることのない伝道部は,ど の伝道

部でしょうか。恐 らく最 も国際的な伝

道部は,ど の伝道部だと思いますか。

答 えはソル トレー ク･テ ンプルスク

ゥェア伝道部です。

最も国際的な伝道部

テ ンプルスクウェアには世界中か ら

観光客が集ま ります。毎年テ ンプルス

クウェアを訪 れる500万 人 もの人 々を

案内 し,教 会について教えるためには,

約200人 の宣教 師を要 します。 この伝

●年間500万 人の訪問者●

道部 に含 まれる場所 は,タ バ ナクル,

ア ッセ ンブ リーホール,2か 所 の訪 問

者セ ンター,幾 つかの開拓者 記念碑,

そ してテンプルスクウェア とは道路 を

挟んで反対側 にあるジ ョセ ブ･ス ミス

記念館 です。ジ ョセブ･ス ミス記念館

で は,フ ァミリーサーチ というコンピ

ュー タープログラムを活用 して自分の

親戚や先祖の記録 を探 しに来る訪問者

を助けた り,開 拓者の勇気 を描いた映

画 『レガシー』(『われ らの遺産』)を

.見に来 る人々を案内 した りします。

この伝道部は,教 会 の中では珍 しい

存在 となっています。敷地内の案内や

映画上映を通 して,テ ンプルスクウェ

アで働 く宣教師は訪問者 にイエス･キ

リス トの神性や教会の歴史 につ いて紹

介 します。 しか し,標 準的 な宣教師の

レッス ンをした り,バ プテスマを施 し

た りすることはあ りませ ん。その代わ

り,教 会についてもっ と知 りたいと興

味を示 した人の名前 を,彼 らの住む地

聖徒の道/1997年3月 号

2

域の伝道部へ送るのです。

さらに1989年 か ら,姉 妹宣教師 と夫

婦宣教師のみがこの伝道部 に召 される

ようになりました。また姉妹宣教師は,

伝 道期間の一部を合衆 国内のほかの伝

道部で働 くことになりました。18か 月

の伝道期 間のうちの4か 月間,テ ンプ

ルスクウェアか らほかの伝道部へ転任

し,そ してその後 またテ ンプルスクウ

ェアに戻 るのです。 これにより,レ ッ

スンを教 える経験が得 られるわけです。

また,ほ かの伝道部 と違 って,こ の

伝道部では多数の言語 を使用する必要

があ ります。テ ンプルス クウェアには,

世 界各国か ら訪問者が来るので,全 体

的には どこの伝道部 よ りも多 くの言語

が 日常的に飛び交っています。そのた

め,恐 らく最 も国際的 な伝道部 と言 え

るのではないで しょうか。

う ね ゆかり

日本から召された宇根縁姉妹

宣教師の多 くは,合 衆国以外の国々
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会所がなかったため,日 曜 日の集会は

支部長会 の兄弟た ちの家 を毎週転 々と

して開いてい ました。支部長会の全員

が仕事の関係でウラジオス トソクにい

な くなって しまい,安 息 日の集会 を開

けないことも時々あ りました。

アメリカ領事館か らの情報 によると,

当 時ウラジオス トソクには25の 宗教 グ

ループが組織 され,地 元の政府機 関に

登録されていました。市の管理当局は

これ らの宗教 グループが社会不安を招

く可能性があると考え,か な り神経 を

とが らせていました。

韓国語と日本語を

教える教師として

このように非常 に緊張 した雰囲気の

中で,わ た しは東洋語学学校(ペ レス

トロイカ後 に設置 された私立の学校)

で韓国語 と日本語 を教える傍 ら,求 道

者を探すことを 目的に極東大学 でも日

本語 を教 えることにな りました。

4か 月後の9月6日,ア メリカ合衆国か

ら3組 の夫婦 の福祉活動宣教師が到着

して,彼 らも数校 に分かれて英語 を教

え始めました。学生 たちは熱心に学業

に取 り組んでいました。 さらに翌年 の

2月 初旬 に,モ スクワ とアメリカ合衆

国か らロシア語の堪能な6人 の専任宣

教師か着任 しま した。 そこでわたした

ちは教会の集会 を開 くための建物 を借

りることにしま した。 こうして本格 的

な伝道活動が始まったのです。

｢これほど熱心に祈った

記憶はありません｣

1996年3月25日,東 洋語学学校で英語

キ
ム
夫
妻
に
よ
っ
て
八
プ
テ
ス
マ
に
導
か
れ
た
家
族
と
と
も
に

の教師を している女性がバプテスマ を

受 けました。彼女 はわた しが見つ けた

求道者で した。ち ょうどその ころ,妻

のキム姉妹が指にけがをしました。

妻 は治療 を受けるために,し ば らく

ソウルに帰 らなけれはな りませんでし

た。その ときわた しは,人 の力だけで

主の業 を成 し遂げるこ とはで きない,

と気づ きました。主の助けが必要で し

た。それか らわた しは熱心に祈 り始め

ました。 これまでの人生で,こ れほ ど

熱心に祈 った記憶はあ りませ ん。わた

しは主 にこう祈 りました。｢も しわた

しの祈 りが世の誉れを得 るための利己

的な願いではな く,主 の助けを受ける

価値 のある正 しい願いであ るならば,

義 人 を見 いだ し,彼 らをシオ ンに導け

る ように祝福 して ください。｣わ た し

の思いは次の賛美歌の歌詞 に表 されて

います。｢イ スラエルの長老たちよ 砂

漠,山,海,陸 へ と 義人 を探 して,

自 由の シオ ンへ 連 れ て来 たれ よ｣

(『賛美歌』196番)

教会に導かれた二人の男性

このような祈 りをささげ始 めて間 も

なく,わ た しは偶然駅で隣に座 った格

幅のいい男性 と話 をす るようにな りま

した。彼 は普通の ロシア人 とは違 って

いて,た ばこを吸わす,ア ルコールを

口にすることもあ りませんで した。ロ

シア陸軍 の大尉 だったこの男性 は,非

常 に理知 的な人でもあ りました。 わた

したち はす ぐに良い友達 に な りまし

た。やがてお互いの家庭 を訪問す るよ

うになる と,家 族全員 と仲良 しにな り

ました。そ して彼 はついに教会に来 る
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ようにな りました。

同 じころ,東 洋語学学校 で地理学 の

教師をしている人か,わ た したちのア

パー トを訪ねて来 ました。彼 とも親 し

く話をす るようにな りま した。やかて

彼 も教会 の集 会 に出席す る ようにな

り,6月27日 に この二人の父親はハ プ

テスマを受けて,ア ロ ン神権の祭司に

聖任 されました。わた しはこの二人の
せしさん

兄弟たちと一緒 に聖餐式 を執行する機

会 にあすか り,大 きな喜 びを感 じまし

た。わた しが これ らの ことを経験でき

たの は,わ たし自身の力 によるのでな

く,心 か らの祈 りにこたえて くださっ

た主の助けによるものであると信 じて

います。わたしは伝道活動を通 して強
あカし

い証 を得 られました。そのことを主 に

感謝 してい ます。

｢これほどの恵みと喜びを

経験 したことはありません｣

回復 された教会の専任宣教師は主
しもへ

の僕 であ り,主 の代 理人 であ るこ と
あかし

を証 したいと思います。宣教師たちが

力強 く働 いているのは,彼 らのこの世

にかかわる知識によるのではな く,コ

ー ドン･B･ヒ ンクレー大管長が語っ

てい るように宣教師一人一人が信仰の
けんそん

こもった祈 りをささげ,謙 遜 な心 を備

えているためであると証 します。また,

宣教師 として働 くには勇気,努 力,献

身が必要であ り,助 けと導 きを求める

ために神の前 にひざまずいて祈る信仰

が必要であることを証 します。

福祉活動宣教師 として フルタイムで

働いたこの18か 月間は,わ た しにとっ

て貴重 な経験でした。妻 とともに過ご

して きた人生 でこれほ どの恵みと喜び

を経験 したことはあ りませんで した。

この経験 を通 じて,わ たしは個人的な

証 を得 ま した。す なわち｢主 の助けが

なければ,自 分 自身は力のない何の働

きもで きない者であるが,イ エス･キ

リス トか ら助けを頂ければ奇跡を起 こ

せ る｣と いう証です。

いてつ く地に回復 された福音の種子

かまかれま した。それが地中深 く根 を

張るように,そ してもっ と多 くの教会

員が熟年に達 した とき,主 の業に奉仕

す る備 えがで きるように祈 ってい ま

す。□
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援 の下で,歌 う人ばか りでな く,多 く

の兄弟姉妹が陰で働 き,支 えて くれ ま

した。我孫子ステークの兄弟姉妹か文

字 どお り心 を一つ にしてつ くりあけた

のです。

｢プロの演奏会よりも感動｣

コンサー トの会場で配 られたア ンケ

ー ト用紙 には
,外 部の7人 の方が｢イ

エス･キ リス トについて もっと知 りた

い｣と 表明 し,来 場されたほとん どの

方が｢非 常に良か った｣と 答 え,中 に

は｢プ ロの演奏会 よりも感動 した｣と

い うの もあ りま した。教会員であるな

しを問わす,来 場 されたすへ ての方々

が心 にとても温 かい,良 いものを感 じ

て帰 られたということです。主は確か

に助けて くださいました。

日本語｢メ サイア｣コ ンサー トを通
あかし

して,わ た したちの信仰 と証 を分か り

やす い形で世 に伝 えてい くために,こ

れか らも第2回,第3回 と発展 させ てい

きたいと願ってい ます。数年後にはオ

ーケス トラの伴奏で｢メ サイア｣全 曲

を歌 うのがわたしたちの夢です。関東

地域の聖徒はか りでな く,わ たしたち

の｢日 本語に よる｢メ サ イア｣コ ンサ

ー ト｣の 活動に参加 されたい兄弟姉妹

はどなたで も大歓迎です。

心を一つにして

力を出し合うとぎ

今 回の コンサー トは,わ た したちが

心を一つに して力を出 し合 うとき,主

の業を進める大 きな力 となることを教

えて くれました。主の降誕を記念する

特別 な時期 に｢メ サ イア｣を 通 して,
あカな

主の生涯 に思いをはせ,主 の順 いのす

べての業への感謝 と賛美 の念を深め る

ことがで きたのは,わ た したちの大 き
こ ひり

な喜 びです。(レ ポー ター'小 平悦子,

我 孫子ステーク音楽委員長)

｢メサイア｣コンサートの感 激
3万 枚以上のちらしを用意

我孫子ステークつくばワー ド

大森佳子

年,ク リスマスのシーズ ンを迎

毎 える と,地 域 の情報紙 には各教
会 の催 しかず ら りと案 内 され ます。

｢今 年 も末 日聖徒 イエス･キ リス ト教

会の文字 を見 ることはなかったな｣と

思い なが ら新聞をたたみます 。｢イ エ

ス様の教会がここにあ ります｣と 声 を

上 けたい,｢イ エス様 の教 会はこんな

ことを信 じています｣と 言 える ものが

何か欲 しい,そ んな願いが心の中で膨

らんでい ました。

｢メサ イア｣(救 世主)は ヘンデルが

作 曲したオラ トリオで,イ エス･キ リ
あカな

ス トの生涯で なされた蹟 いとその愛 を

歌ったものです。ソロとコーラスで織
たんもの

りなす,美 しい一巻 きの反物の ような

作品です。教会 に入 る前か ら,こ の曲
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の と りこにな り,｢メ サイア｣を 歌 う

か聞 くかせすにクリスマスが過 ぎるこ

とはあ りませんでした。その｢メ サイ

ア｣を 教会で発表で きたのですか ら,

こんなにうれしいことはあ りません。

難 しい曲が多いのですが,中 村兄弟

の指揮か空気 をか き混ぜ ると,マ シ ノ

クの ようにで きないものかで きるよう

になるのです。約45人 の団員 は限 りな

く可能性 を持 った発展途上の会員たち

で したが,そ の力を出し,主 イエス･

キ リス トの生涯 を歌 い上けることがで

きたのです。

裏方 をして くたさった方 々,3万 枚以

上 ものチ ラシを制作 し,配 布 して くだ

さったた くさんの会員の方々に感謝い

たします。
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の
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時
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行
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ラ
ン
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一
人
暮
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て
す
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ガ

･
コ
ミ
ニ
テ
ィ

･
カ
レ
ッ

く
て
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い
と
思
う
暇
も
な

ジ
を
経
て
､
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド

い
｣
と
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す
。

州
立
大
学
へ
。
音
楽
学
部
の
学

一
番
留
学
し
て
よ
か
っ
た
こ

生
と
は
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え
､

一
般
科
目
や
英

と
は

｢世
界
的
な
名
門
の
ク
リ

ー
ブ
ラ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の

釧
路
市
出
身
で
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現
在
米
国
オ
ハ
イ
オ
州
の
ク
リ
ー

ブ
ラ
ン
ド
州
立
大
学
音
楽
学
部
に
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イ
オ
リ
ン
留
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中
の
浅
井
桃
代
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ん
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も
が
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こ
の
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ど
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休
み
て
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路
に
帰
省
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ケ
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ト
ラ
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を
目
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し
て
勉
強
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む
米
国
て
の
学
生
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活
に
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い
て
う
か
が
っ
た
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桃
代
さ
ん
は
昨
年
秋
に
同
大

学
に
編
入
学
。
早
速
､
学
内
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
の
要
て
あ

る
コ
ン
サ
ー
ト
ミ
ス
ト
レ
ス
に

選
ば
れ
た
り
､
今
年
五
月
に
は

ビ
バ
ル
デ
ィ
の

｢四
季
～
夏
｣

て
ソ
ロ
演
奏
す
る
な
ど
普
々
と

実
力
を
認
め
ら
れ
て
い
る
。
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
と
共
演
し
た
の
は

初
め
て
の
体
験
て
､｢演
奏
中
は

無
我
夢
中
。
後
て
ビ
デ
オ
て
見

る
と
､
直
し
た
は
ず
の
昔
の
癖

が
出
て
い
た
り
し
て
､
内
容
は

ま
だ
ま
だ
｣
と
､
自
分
へ
の
評

価
は
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し
い
。

桃
代
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七
歳
か
ら
市
内

で
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オ
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ン
教
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を
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く
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野
絹
子
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ん
の
指
導
を
受
け
､

高
校
二
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釧
路
在
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バ

イ
オ
リ
ニ
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ト
札
木
朗
里
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ん

に
師
事
。市
内
の
高
校
卒
業
後
､

平
成
四
年
の
秋
に
渡
米
し
た
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最
初
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
て
､

ユ
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州
の
ブ
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ム
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ン
ク

大
学
に
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､
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学
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強
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の
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｢
年
ぶ
り
に
帰
国
し
､
留
学
生
活
に
つ
い
て
話
す
浅
井
桃
代
さ
ん

団
員
が
､
客
員
教
授
に
な
っ
て

い
て
､
期
末
試
験
に
は
試
験
官

と
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
も
し
て
く

れ
る
｣
と
､
音
楽
環
境
の
よ
さ

を
あ
げ
る
。
｢先
生
も
学
生
も
よ

い
人
た
ち
で
､
学
ぶ
環
境
に
恵

ま
れ
て
い
ま
す
｣。

将
来
の
目
標
に
つ
い
て
は

｢ま
ず
､
近
い
と
こ
ろ
て
は
一

つ
一
つ
課
題
を
ク
リ
ア
し
て
､

期
末
試
験
で
A
の
評
価
を
維
持

し
続
け
る
こ
と
。
そ
の
上
て
て

き
る
な
ら
米
国
の
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
の
団
員
に
な
る
こ
と
｣。そ
れ

に
は
厳
し
い
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

が
待
ち
受
け
て
い
る
。
師
の
札

木
朗
里
さ
ん
は

｢米
国
は
の
び

の
び
と
そ
の
人
の
持
っ
て
い
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力
を
伸
ば
す
教
育
が
上
手
な
と

こ
ろ
。
努
力
す
る
人
に
は
惜
し

み
な
く
支
援
し
て
く
れ
る
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桃

代
さ
ん
は
努
力
家
で
､
A
ス

そ

の
努
力
が
順
調
に
認
め
ら
れ
て

い
る
と
い
う
と
こ
ろ
て
し
ょ

う
｣
と
解
説
す
る
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｢
一
度
は
釧

路
に
戻
っ
て
､
リ
サ
イ
タ
ル
を

開
き
た
い
｣
と
い
う
の
も
目
標

の

一
つ
だ
。

八
月
二
十
日
頃
に
は
､
米
国

に
戻
る
そ
う
た
が
､
釧
路
に
い

る
間
は
､
市
内
の
学
習
塾
の
夏

期
講
習
て
講
師
を
務
め
､
バ
イ

オ
リ
ン
修
業
と
は
ま
た
別
の
人

生
体
験
を
積
ん
て
い
る
だ
ろ
跳

『釧路新聞』1996年8月4日 付け

ばならないのか をはっきり知 るこ とか

できます。

家族の愛 に,そ して両親の助け と理

解 に心か ら感謝 しています。主が確 か

に生 きてお られ,わ たしたちか主か ら

離れず歩み続 けるとき,主 は大いなる

祝福 と導 きを与 えて くだ さること,そ

して主 は決 して変わ られ るこ とのない
あカし

御方であ ることを証 いた します。(あ

さい ももよ)

｢常 に祈 りなさい。そ うすれば,わ

たしはあなたに御霊を注こう。そ して,

あ なたの祝福 は大 いなるもの となる。

まことに,地 の宝 と,そ れ と同様の腐

敗す るものを得 るよ りも,そ れは大 き

いであろう。｣(教 義 と聖約1938)

幼 い ころか ら福音 を学 び,家 族で祈

り,母 か らのア ドバ イスを受けていた

こ とにより,わ た しが遠い地 にあって

も何 を基盤 として生活 していかなけれ

が精神 的,霊 的に成長す るための機会

を与えて くださっていると感 じ,責 任

を果た し続け られるように断食 し祈 り
み たま

続 け ました。そ のとき御霊 を通 して,

だ れかがわた しのために祈 って くだ さ

っている との強 い気持 ちを感 じま し

た。

｢常に祈 りなさい。

そうすれ ば,わ たしはあなたに

御霊 を注こ う｣

神様の愛を知って
｢慈愛は長く堪え忍び,親 切であり,

ねたまず……すべてに耐える｣

なこ とには一切 関心 のないわ た しで

した。子供 のころは,4人 姉弟の末 の

妹が カ トリ ノク教会へ 行 き,聖 典 も

身の回 りにあ りましたが,わ た しは1

ペ ージ も開 いたこ とかあ りませ んで

釧路地方部釧路支部

浅井紀子

80年4月 の 末,宣 教 師 が 我 が 家

19 の扉 をノソクす るまで,宗 教的

後 日,監 督 と責任 についての面接 を

したとき,『 わた しのためにだれかが

祈 って くだ さっているとの強い気持 ち

を感 じました』 とお話 ししました。監

督 は｢あ なた自身 ももちろん祈 ってい

ました よね。わたしもあなたのために

祈 っていました』 とおっしゃられ まし

た。 また日本で母 も祈 って くれていた

ことを知 り,信 仰 を失 うことな く主に

心 からより頼む とき,主 は決 して見離

されることはあ りませ ん。様々な方法

を通 して助 け導 いて くださると確信す

ることがで きました。
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主イエスを遣わせし

父の愛を思って

やがて歌が3番 に至 り,｢主 イエスを

遣わせ し父 その愛,悟 り難 し｣と 歌

ったとき,わ た しは急 に歌 うのをやめ

ました。神様が わた したちのため に,

どのようなつ らい思いを して独 り子イ

エス様 を十字架 におか けにな ったの

か,と い う思いに至ったからです。

わた しは,こ のときまでそれを知 ら

なか ったことを恥 じました。娘への祈

りを,神 様の深 い愛へ の感謝の祈 りへ

と変 えて祈 り終わ った とき,｢安 心 す

るように｣と のささや きを頂 きました。
みこころ

神様 は様 々な手段 を通 じて御心 を伝 え

て くださることを改めて知 りました。

主は生 きておられ,ど の ような人で

あって も心にかけ,ど のような時 にも

助けたいと手を差 し伸べてい らっしゃ

います。御心を伝 えたいと願ってお ら

浅井紀子姉妹(写真左)と娘さんの桃代姉妹

れます。わたしたちが,そ れ を知 りた

い,得 たいと心 を向 けるなら,あ らゆ

る手だてを通 じて人 々を導 いて くだる

あかし

ことを心か ら証いたします。(あ さい･

の りこ 釧路地方部若い女性会長)

チューリッヒではぐくんだ信仰
｢わたしに最もふさわしい学校と

生活環境を与えてくださいました｣

横浜ステーク大船ワード出身

(スイスに留学中)

野田絵里奈

た しがスイスのチュー リッヒで

わ 生活 を始めてか ら1年 半が過 ぎ,
そ の間,多 くのことを学びました。 ま

た,家 族の愛 と天のお父様の愛を強 く

感 じました。

バレ工留学の夢

2年 前 の冬,わ た しはバ レエ学校のオ

ーデ ィションを受けるためにヨーロ ッ

パに向かいました。 ドイツとベルギー

の学校のオーデ ィシ ョンを受けま した

が,ど ち らの学校 にも合格で きませ ん

で した。外 国のバ レエ学校 に留学す る

のは子供 のころか らの夢で したので,

夢 を砕かれて大 きなショックを受けま

した。 ドイッの学校 は有名 な学校で,

ぜ ひ とも入 りたかったので大変残念 に

思いました。

その後 わた しは3つ の学校 に合格 しま

したが,ス イスの学校 に行 くのがいち

ばん良い と心 に強 く感 じ,そ こに留学

することにしました。

実際 にスイスで生活 を始めて学校 に

通って分かったのですが,ス イスの学

校 がわた しにとっていちばん良い学校

で した。わたしの担任であ り校長であ

った先生は とて も厳 しい人ですが,す

ば らしい指導者で,多 くのプリマバ レ

リーナ を育てて きた有名な人で した。

彼女 は昨年 の夏 を最後 に引退 しました

ので,わ た しは最後の指導を受けた教

え子の一人にな りました。

教会や神殿に近く最高の環境

学校 のシステム,レ ッス ンの内容,

カ リキュラム,教 師陣,ど れを取 って

もわたしが以前に希望 した どの学校 よ

りも優れていました。今わたしは一人

聖徒の道/1997年3月 号
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部屋で生活 してい ますが,も し ドイツ

の学校 に入学 していた ら,4人 部屋 に

入 らなければならず,一 人で静かに聖

典 を読むことも祈ることもできなかっ

たのです。 また教会 は近 くにあ り,若

い女性の会長会の姉妹 も近 くに住んで

いて,い つ も助けて くださいます。ス

イス神殿 もチュー リッヒか ら車 で1時

間 ぐらいの所 にあ ります。春休みには

死者のためのバプテスマを受けるため

にス イス神 殿 に入る こ ともで きまし

た。

2年 前,オ ーデ ィションに落ちたとき,

何 も分か らずに悲 しい思いをしました

が,天 のお父様 はわた しにとってその

学校に入 るのがふ さわ しくなかったこ

とを御存 じで,わ たしに最 もふさわし

い学校 と生活環境 を与えて くださった

ことが今はよ く分か ります。

日本にいた ころ,年1回 の発表回,2

回 の公演,3回 の コンクールがあ った

ので,夕 方6時 ごろか ら11時 ごろ まで

練習があ りました。そのため,日 曜 日

も教会に出席 できないこともあ りまし

たが,毎 日祈 りを欠か さず,『 モルモ

ン書』を読む ように心 がけました。 ま

た両親は,わ た しに家庭学習セ ミナリ

ーで教 えて くれま した。母は,神 様や
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長綱ご家族

は年1度 行けばいい方です。けれ ども,

そ んな走 り方が主の喜 ばれ る方法であ

ったのだろうかと考え ました。特に大

病をした後ですか ら,真 剣に自分 を見

詰めることができます。清い真心を も

って神殿 に思いを向けていたであろ う

か……。いいえ,そ うではあ りません

で した。あ るときには義 務感 だけで,

自分の先祖 が待 っ ている こ とす ら忘

れ,た だ神殿へ行 くことさえあったの

です。

喜びとなった神殿参入

わた しは目が覚め ました。｢自 分のな
み こと

すべ きことを考えるが よい｣と の御言
ば

葉がわた しに当てはまったのです。そ

して手術後1年 ぶ りに神殿 に行ける よ

うにな りました。今 までの参入 とは異

な り,心 は喜んでい ます。義務感 もあ

りません。神殿の礼拝堂で涙が止め ど

な くあふれて きました。喜び とともに

悲 しみや悩み もかばんにいっぱい詰め

て,主 の前で大ぶろ しきを広 げて しま

いましたが,主 はそれ らを しっか り受

け止めて,お みやげに力(能 力)を 与

えて くださいました。それはまるで嫁

いだ娘が里帰 りして,両 親に心の内を

打ち明ける様子に似ていま した。心か

ら主に感謝 しています。

力 を受けて神殿か ら帰 ったわた しの

仕事は,家 族歴 史(系 図)を 調べ るこ

とです。何年か放 ってあった資料 を出

して整理 し,来 る 日も来る 日も先祖の

名前 を書 き,儀 式 を受け られ るように

準備 しました。

父の目から流れた一筋の涙

わた しの父は今 か ら40年 ほど前 に,

長 野県松本市で,末 日聖徒の宣教師の

訪問 を受 け入れ,父 とわたしたち子供

は,神 様 とイエス様につ いて学 んでい

ました。毎週 日曜 日,夕 方6時 になる

と,二 人の長老が,帽 子 をかぶ り自転

車で我が家に到着 しま した。家庭 集会

が続 くこと半年。そうしているうちに,
い がん

父 は胃癌 に侵 されて いる こ とが分か

り,大 学病院へ入院。手遅れで した。

わた しは,当 時,小 学5年 生。二人

の宣教師が病室を訪れて くだ さったと

き,わ た しはち ょうど父を見舞ってお

りました。先輩 の長老は,ベ ッ トに横

たわる父の右手 を取 り,じ っ と目を閉

じ,そ の手 を放 しませんで した。 きっ

とお祈 りして くだ さったので しょう。

父の 目か ら一筋 の涙が流れ ました。そ

のときの光景は,今 でもわた しの まぶ

たに しっか りと焼 きついています。

父 は名ばか りの退 院をし,家 に帰 る

とこん睡状態 に陥 りました。その とき

も宣教師が訪れて くださ り｢祈 りまし

ょうか｣と 言われたようですが,姉 は

意味 が分 か らなか った ので し ょう。

｢も う,だ めです｣と お断 りした よう

です。父は間もな く他界 し,宣 教師 と

聖徒の道/1997年3月 号

12

の集 会 も途切 れ ま した。

57歳 で した。

父の受け入れた

宣教師のいる教会へ

大好 きだった父を亡 く

し,当 時は,寂 しくて父

の帽子 や衣類 を出 しては

抱 き締 めてい ました。父

の に お い が した か らで

す。 わた しは,大 きくな

った ら父 の受 け入 れた宣

教師の いる教会へ行 きた

い と思 い 続 け て い ま し

た。

しば らくの年 月 の後,

よ うや くその教会 を見つ

け ま した。 そ して高校2

年 生の ときにバプテスマ

を受けました。そのころ,菊 地長老は,

巡 回宣教師 として松本支部 を訪問 して

くだ さいました。それか ら何 十年 もし

て,わ た しは,手 術 を受 け,そ の菊地

長老 に祝福 していただ きました。ほん

とうに不思議に思います。

母 も,10年 ほ ど前 に亡 くな りました。

わた しは,そ ん な大切 な両親 の結び固

めを も怠 っていたのです。 けれ ども2

月 に再び神殿 を訪れ,夫 婦(両 親)の

結 び固め,ま た,親 子(わ た しとの)

の結び固めを終 わ りました。ほん とう

にうれしかったです。

亡くなった母が夢に

神殿か ら帰 って休息 を取っていると

きに夢 を見 ました。わたしは家 の トイ

レのお掃除を してい ました。何 げな く

後を振 り向 くと,正 装 した着物姿の母

がにこやかに立 ってるではあ りませ ん

か。そ して,一 言｢夏 休 みに来る?｣

と聞きました。そこでわた しは 目覚め

ましたが,そ の一言が気 にな りました。

夏休みにわたしはどこに行 くので しょ

う。地方部大会 のときにこの経験 をお

話 しすると,松 下伝道部長 は｢長 綱姉

妹のお母 さんが夏休みに待 ってる所は

神殿です｣と 教 えて くださいました。

そして,待 望の8月 がやって来て,子

供たちと東京神殿に向かい ました。神

様,お 導 きあ りが とう ござい ます 。

(ながつな･か ずえ 支部初等協会会長)
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共進会場の中島由美子姉妹

るだけ仕事 を済ませるように して,日

曜 日は どうして もや らなければならな

い仕事たけをするように心がけてい ま

す。それだけに,教 会に集えたときの

喜びはひとしおです。

それでも学生時代の安息 日の過 ごし

方や,毎 週活発に集える多 くの兄弟姉

妹 と比べ ると,生 き物相手の仕事のた

め,ど うして も教会に行 くことがで き

こ とのないようにしなさい。

最後 まで励 みな さい。｣(教 義 と聖約

104)

この聖句 を読 んだ とき,頭 をハ ンマ

ーで殴 られた気が しました。わた しは

ただ教会 に行 くことはか りを考え,ほ

かの兄弟姉妹 と自分 を比較す るこ とし

か していなかったことに気づ き,も っ

と広い意味でクリスチ ャンでいなければ

なくなった りす る自

分が情 けな くて,何

度 も仕 事 を 辞 め て

｢日 曜 日は必ず休 み

が取れる仕事 に就こ

う｣と か｢家 を出て

一人 で生活 しよう｣

と思い悩む ことがあ

りました。そんなと

き一つの聖句 に出会

いました。

｢あ なたは 与

えられた力 と手段以

上に急 いだ り,そ れ

以上に働いた りする

しか し,

な らなかったと悟ることができました。

それか らは,小 さな責任で も,自 分

に与 えられた責任(家 庭 訪問教師の貢

任や家族の中で神様の娘 として生盾す

ること)を できるだけ果た してい くよ

うに心がけてい ます。 また,そ れ まで

のように人と自分を比較せず に,で き

ることを一生懸命果 たす よう努めてい

るうちに,天 父か ら数 え切 れないほど

の祝福 を頂 いている自分に気づ くこと

がで きました。 自然 に恵 まれて生活 で

きる祝福,自 然 を通 して様 々なことを

学べ る祝福,神 殿 に参入 で きる祝福,

家族 に愛 し愛 されている祝福 など数え

挙 げれば切 りがあ りません。

わた したち一人一人は,そ れぞれ明

る くこの世に光 り輝 く存在であること

を知 っています。神様 を信頼 し,自 分

にで きることを自分 な りに行 ってい く

な ら,｢も う道はない1｣と 思 ってい

たこ とにも必ず道が開けて きて,昔 の

良い状況の ときよ りももっと良 くなる
あカし

ことを証 します。(な かしま ゆみこ)
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